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JR 和歌山線の妙寺駅から徒歩 10 分程の場所にある「ごま豆腐専

門店」。 

弘法大師・空海が、遣唐使として中国へ渡った際、ごまの種と栽

培方法、栄養などの知識を日本へ持ち

帰り「ごま豆腐」の製法が日本に伝わ

ったとされたことから、店頭でも高野

山をイメージするのぼり旗や木目を使

った明るい色の陳列台を使用するなど、

趣のある店舗作りを行っている。 

現在世界遺産である高野山は世界中

から観光客が集まるため、英語、中国

語、フランス語などの外国人向けの商

品説明の表示も行っている。 

なお、今まで夏場のごま豆腐の売れ行きは伸びていたが冬場は伸び

悩んでいた。そのことから、新商品として温ごま豆腐が開発された。 

また、外国人観光客向け、高級感のある贈答用、工場直売店による

直売店のみの購入など、よりたくさんの人へアピールできるごま豆腐

商品の開発に取り組んでいる。 

株式会社大覚総本舗 
和歌山県伊都郡かつらぎ町 

http://www.koyasan-daikaku.jp/ 

伝統のごま豆腐を新商品開発でアピール 

 店舗概要  

創 業 年 1987年(昭和62年)  

売場面積 30㎡(9.1坪) 

 従 業 員 16.6人 

 営業時間 9：00～17：00 

 定 休 日 無休 

 売 上 高 155.168(千円) 

 経営方針  

高野山の伝統ある良い商品『ごま豆腐』

を全国の多くのお客様に広く知ってい

ただき、より良い商品を提供していく。 

↑代表取締役 角濱昭廣さん 


